
令和３年度高校生自転車交通マナー向上対策事業
実践指定校の取組

１ 目的
県立高等学校の自転車通学生を主たる対象とし、愛媛県自

転車の安全な利用の促進に関する条例の基本理念である
「シェア・ザ・ロード」の考え方に沿った交通安全教育を強化し、
交通ルールの遵守や自転車交通マナーの向上に取り組むこ
とにより、自転車が関与する事故の防止を図る。

２ 令和３年度実践指定校
○愛媛県立新居浜商業高等学校
○愛媛県立小松高等学校
○愛媛県立松山東高等学校
○愛媛県立大洲農業高等学校
○愛媛県立三崎高等学校
○愛媛県立宇和島水産高等学校





４ 実践指定校の取組

（１）交通安全教室の開催

スタントマンによる交通事故再現

（２）登下校時の交通危険箇所の把握・分析

交通安全マップ危険箇所の把握

自転車シミュレーター



（３）自転車新文化の促進

（４）交通マナー向上啓発ポスター等の作成

交通安全のチラシにして地域に配布

自転車交通安全標語の作成交通安全啓発ポスターの作成

自転車に乗る楽しさの体感 市内サイクリング



（５）実践成果の普及

交通マナーアップ通信の発行

地区高等学校交通安全サミット

幼稚園への交通安全啓発活動

交通安全普及啓発チラシの配布



○自転車シミュレーターによる危険体験では、体験型の学習で
あるため、生徒の関心が高かった。体験を通して「かもしれな
い」という意識をもって運転することの大切さを学習することが
できた。

○自転車通学の許可条件の一つとしている保険加入について、
ホームページを利用しての情報提供やチラシの掲載により加
入を呼びかけたことで保護者から理解を得られた。

○危険マップの作成を通して、危険箇所の特徴を把握すること
ができ、交通安全指導時に、効果的な注意喚起ができた。また、
作成・発表等の活動を通して、主体的に交通安全に取り組む
姿勢が養われた。

成果と課題

●危険マップの作成方法を工夫し、危険箇所だけでなく、具体
的な危険の内容まで伝わるようなマップにしていく必要がある。
また、今回は学校周辺の危険箇所が多く挙げられたが、実際
にはもっと広範囲に危険箇所があると考えられるため、アン
ケートの項目等の見直しを含め、より詳細な危険マップに仕上
げていくことが必要である。

●新型コロナウイルス感染症により、交通安全教室や講話へ
の保護者参加ができなかったため、来年度以降、状況に応じて
参加を呼び掛ける。


